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東
日
本
大
震
災
か
ら
学
ぶ

障
害
者
社
会
参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
講
演
会

必
要
な
障
害
者
支
援

HP: http://www.npo-sawayaka.net/

　

七
月
十
五
日
（
日
）
午
後
二
時
か
ら
、
小
倉
リ
ー
セ
ン
ト
ホ
テ
ル
一
階
ガ
ー
デ

ン
ホ
ー
ル
で
、
（
公
財
）
北
九
州
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
以
下
身
障
協
会
）

主
催
の
福
祉
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

財団法人仙台市障害者福祉協会

会長　阿部　一彦氏

 

立
秋
と
は
名
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま
だ
厳

し
い
暑
さ
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
お

元
気
で
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

季
節
の
変
わ
り
目
、
ど
う
か
く
れ
ぐ

れ
も
お
体
ご
自
愛
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年　

晩
夏

　
　
　
　

「
さ
わ
や
か
」
事
務
局
一
同

公
益
財
団
法
人
と
し
て

新
し
い
第
一
歩
を
歩
み
出
す

二
十
四
時
間
体
制
の

福
祉
避
難
所
を
開
設

「
つ
な
が
り
・
絆
・
支
え
あ
い
」

が
大
事
な
こ
と
で
は
・
・
・

　

講
師
と
し
て
、
（
財
）
仙
台

市
障
害
者
福
祉
協
会
会
長
の
阿

部
一
彦
氏
を
招
い
て
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
約
七
〇
名

の
参
加
が
あ
り
、
「
さ
わ
や
か
」

か
ら
は
高
原
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
（
公
財
）
身
障
協

会
の
柴
田
泰
博
理
事
長
よ
り
「
四

月
一
日
に
公
益
財
団
法
人
に
認

定
さ
れ
、
新
し
い
第
一
歩
を
歩

み
だ
し
ま
し
た
。
記
憶
に
新
し

い
東
日
本
大
震
災
よ
り
、
一
年

数
ヶ
月
が
過
ぎ
、
高
齢
者
・
障

害
者
な
ど
の
災
害
弱
者
の
支
援

が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
援
護
者
の
把
握
が

出
来
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
個

人
情
報
保
護
法
と
い
う
法
律
の

壁
に
よ
っ
て
な
か
な
か
進
ま
な

い
の
が
現
状
で
す
。
阿
部
氏
よ

り
東
日
本
大
震
災
の
支
援
に
つ

い
て
様
々
な
経
験
に
基
づ
き
話

を
し
て
い
だ
き
ま
す
」
と
挨
拶

が
あ
り
、
そ
の
後
講
演
会
に
入

り
ま
し
た
。　
　
　

　

阿
部
氏
は
、
東
日
本
大
震
災

が
起
こ
っ
た
三
月
十
一
日
は
、

国
会
で
「
障
害
者
基
本
法
」
の

改
正
案
の
骨
格
を
承
認
さ
れ
る

日
で
し
た
の
で
、
東
京
に
い
ま

し
た
。
仙
台
市
に
ど
う
や
っ
て

帰
ろ
う
か
思
案
し
ま
し
た
。
幸

い
伊
丹
空
港
か
ら
山
形
空
港
ま

で
の
切
符
が
取
れ
、
山
形
空
港

か
ら
は
、
仙
台
市
福
祉
協
会
と

山
形
県
の
身
障
協
会
は
「
災
害

時
相
互
応
援
協
定
」
を
結
ん
で

い
た
の
で
、
物
資
を
輸
送
す
る

車
に
同
乗
し
て
仙
台
市
に
帰
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

震
災
後
、
仙
台
市
障
害
者
福

祉
協
会
は
会
員
名
簿
が
あ
っ
た

の
で
安
否
確
認
を
行
う
と
共
に
、

福
祉
避
難
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

二
十
四
時
間
体
制
の
避
難
所
運

営
は
人
数
不
足
の
た
め
に
、
福

岡
市
の
身
障
協
会
や
日
身
連
の

人
的
支
援
を
受
け
ら
れ
助
け
ら

れ
ま
し
た
。
や
は
り
非
常
時
に

他
団
体
の
支
援
は
大
変
心
強
い

と
話
さ
れ
、
ま
た
災
害
時
に
福

祉
避
難
所
を
開
設
す
る
に
は
専

門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

　

専
門
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
「
手

話
・
要
約
筆
記
・
運
転
・
点
訳
・

朗
読
・
ガ
イ
ド
ヘ
ル
パ
ー
な
ど

を
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
九
九
五
年
に
『
阪

神
淡
路
大
震
災
』
が
起
き
、
そ

の
時
の
行
政
は
、
責
任
が
あ
り

信
頼
で
き
る
団
体
に
は
、
障
害

者
の
情
報
を
開
示
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
後
の

時
は
、
二
〇
〇
五
年
に
施
行
さ

れ
た
「
個
人
情
報
保
護
法
」
に

よ
る
法
律
の
壁
に
よ
り
障
害
者

の
情
報
が
ま
っ
た
く
な
い
状
態
で
、

障
害
者
の
安
否
確
認
が
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
。
や
は
り
、
障
害

者
団
体
だ
け
で
の
取
り
組
み
に

は
限
界
が
あ
る
こ
と
を
痛
感
し

ま
し
た
。

　

震
災
後
、
障
害
者
基
本
法
第

二
十
六
条
が
追
加
で
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
（
右
下
参
照
）

　

震
災
前
は
、
無
縁
社
会
と
言

わ
れ
、
社
会
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
震
災

を
体
験
し
た
こ
と
に
よ
り
、
や

は
り
自
分
た
ち
が
住
ん
で
い
る

地
域
の
住
人
た
ち
の
つ
な
が
り

が
必
要
で
、
「
つ
な
が
り
・
絆
・

支
え
あ
い
」
が
大
事
な
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
障
害
者

に
は
、
嗜
好
用
品
の
配
給
や
水

汲
み
の
情
報
な
ど
な
か
な
か
入

っ
て
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
ご
近

所
の
方
の
協
力
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

今
回
の
震
災
を
機
に
仙
台
市

障
害
者
福
祉
協
会
の
会
員
の
方
々

は
、
会
員
に
な
っ
て
よ
か
っ
た

と
の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
会
員
に
な
っ
て

い
な
い
障
害
者
に
、
つ
な
が
り

の
輪
を
広
げ
て
、
互
い
に
支
え

合
う
団
体
組
織
の
構
築
が
求
め

ら
れ
て
お
り
、
今
回
の
体
験
に

よ
っ
て
失
い
か
け
て
い
た
絆
の

素
晴
し
さ
を
確
認
し
、
誰
も
が

暮
ら
し
や
す
い
共
生
社
会
の
実

現
に
結
び
付
け
た
い
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
質
疑
応
答
が
あ
り
、

時
間
終
了
の
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
、

質
問
に
答
え
て
い
た
だ
き
、
午

後
四
時
過
ぎ
に
講
演
会
は
終
了

と
な
り
ま
し
た
。

 

 

 

障
害
者
基
本
法
（
抜
粋
）

第
二
十
六
条　

防
災
及
び
防
犯

第
二
十
六
条　

防
災
及
び
防
犯

　

国
及
び
地
方
自
治
体
は
、
障
害

国
及
び
地
方
自
治
体
は
、
障
害

者
が
地
域
社
会
に
お
い
て
安
全
か

者
が
地
域
社
会
に
お
い
て
安
全
か

つ
安
心
し
て
生
活
を
営
む
こ
と
が

つ
安
心
し
て
生
活
を
営
む
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
障
害

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
障
害

者
の
性
別
、
年
齢
、
障
害
の
状
態

者
の
性
別
、
年
齢
、
障
害
の
状
態

及
び
生
活
の
実
態
に
応
じ
て
、
防

及
び
生
活
の
実
態
に
応
じ
て
、
防

災
及
び
防
犯
に
関
し
必
要
な
施
策

災
及
び
防
犯
に
関
し
必
要
な
施
策

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

共
生
社
会
の
実
現

 



 

雷
注
意
報
に
耳
を
傾
け
よ
う
！
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エニアグラムの図形

本
当
の
自
分
ら
し
さ
と
は
何
か

本
当
の
自
分
ら
し
さ
と
は
何
か

　

七
月
二
十
五
日
（
水
）
午
後
六
時
三
〇
分
よ
り
、
北
九
州
市
立
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
（
ム
ー
ブ
）
で
、
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
発
表
会
～
エ
ニ
ア
グ

ラ
ム
で
築
く
豊
か
な
人
間
関
係
～
市
民
活
動
に
役
立
つ
自
分
探
し
の
旅
」

が
、
北
九
州
市
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
発
表
会
に
参
加

雷
注
意
報
に
耳
を
傾
け
よ
う
！

エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
と
は
何
か

「
絵
」
を
通
し
て
自
分
の

心
の
動
き
に
気
づ
く

　

全
国
各
地
で
雷
に
よ
る
死
亡
事
故
も
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
福
岡
県
内
で
、
連
日
の
よ
う
に
雷
注
意
報
が
発
令
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
天
気
予
報
に
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

雷
と
は

雷
か
ら
身
を
守
る
に
は

雷
に
遭
遇
し
た
場
合
は

安
全
な
空
間
へ
の
避
難

　

電
圧
が
発
生
し
た
雲
ま
た
は

大
地
な
ど
の
間
に
発
生
す
る
光

と
音
を
伴
う
大
規
模
な
放
電
現

象
の
こ
と
で
す
。　

　

雷
鳴
が
聞
こ
え
る
な
ど
雷
雲

が
近
づ
く
様
子
が
あ
る
と
き
は
、

落
雷
が
差
し
迫
っ
て
い
ま
す
。

　

以
下
の
こ
と
を
念
頭
に
速
や

か
に
安
全
な
場
所
へ
避
難
す
る

こ
と
が
、
雷
か
ら
身
を
守
る
た

め
に
有
効
で
す
。 

　

雷
は
、
雷
雲
の
位
置
次
第
で
、

海
面
、
平
野
、
山
岳
な
ど
と
こ

ろ
を
選
ば
ず
に
落
ち
ま
す
。

　

近
く
に
高
い
も
の
が
あ
る
と
、

こ

れ

を

通

っ

て

落

ち

る

傾

向

が

あ

り

ま

す
。

　

グ

ラ

ン

ド

や

ゴ

ル

フ

場

、

屋

外

プ

ー

ル
、

堤
防
や
砂
浜
、
海
上
な
ど
の
開

け
た
場
所
や
、
山
頂
や
尾
根
な

ど
の
高
い
と
こ
ろ
な
ど
で
は
、

人
に
落
雷
し
や
す
く
な
る
の
で
、

で
き
る
だ
け
早
く
安
全
な
空
間

に
避
難
し
て
下
さ
い
。 

　

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
建
築
、

自
動
車
（
オ
ー
プ
ン
カ
ー
は
不
可
）
、

安
全
な
空
間
が

な
い
場
合
の
対
応

避
難
の
解
除

　

参
加
者
は
、
約
二
十
名
で
、
「
さ

わ
や
か
」
か
ら
貞
谷
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

今
回
、
な
ぜ
参
加
し
た
か
と

い
う
と
毎
月
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
の
日
が
あ
り
、
そ
の
中
で
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
発
表
会
に
興
味
が
あ
り
、

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

　

初
め
に
北
九
州
市
市
民
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
田
中
氏

の
司
会
で
始
ま
り
、
ス
ピ
ー
カ

ー
の
北
九
州
エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
を

学
ぶ
会　

佐
藤
伸
子
氏
よ
り
「
北

九
州
市
で
知
っ
た
仲
間
と
活
動

し
て
い
き
た
い
の
で
、
エ
ニ
ア

グ
ラ
ム
と
は
何
か
を
知
っ
て
い

た
だ
き
、
興
味
が
あ
る
方
と
一

緒
に
次
へ
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
み

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
と

は
何
か
？
と
い
う
基
本
を
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
学
び
ま
し
た
。

　

エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
と
い
う
言
葉

は
ギ
リ
シ
ャ
語
で
、
エ
ニ
ア
は
「
９
」
、

グ
ラ
ム
は
「
図
」
を
意
味
し
ま
す
。

　

エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
と
は
、
自
己

成
長
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
た
め
の
人
間
学
で
す
。

　

エ
ニ
ア
グ
ラ
ム
に
は
九
つ
の

性
格
タ
イ
プ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

ど
れ
が
優
れ
て
お
り
、
ど
れ
が

劣
っ
て
い
る
、
と
い
う
優
劣
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
常
生
活
の
中
で
は
気
づ
き

に
く
い
、
普
段
は
意
識
し
て
い

な
い
自
分
の
「
心
」
や
「
内
面
」

を
見
つ
め
、
「
自
分
の
本
質
は

何
か
？
」
「
本
当
の
自
分
ら
し

さ
と
は
何
か
？
」
に
気
付
く
機

会
を
探
し
ま
す
。

　

こ
う
す
る
こ
と
で
自
分
の
行

動
パ
タ
ー
ン
や
こ
だ
わ
り
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
に
佐
藤
氏
か
ら
課
題
を
出

さ
れ
、
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

文
字
や
言
葉
で
は
表
現
で
き

な
い
自
分
の
内
面
を
表
す
こ
と

が
で
き
、
「
絵
」
を
通
し
て
自

分
の
心
の
動
き
に
気
づ
く
こ
と

が
で
き
る
か
ら
で
す
。

　

最
後
に
佐
藤
氏
よ
り
「
詳
し

い
事
が
知
り
た
い
方
は
、
『
特

定
非
営
利
活
動
法
人　

日
本
エ

ニ
ア
グ
ラ
ム
学
会
』
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
」
と
話

さ
れ
、
研
修
は
午
後
七
時
四
十

分
に
終
了
し
ま
し
た
。

　

バ
ス
、
列
車
の
内
部
は
比
較
的

安
全
な
空
間
で
す
。

　

ま
た
、
木
造
建
築
の
内
部
も

基
本
的
に
安
全
で
す
が
、
全
て

の
電
気
器
具
、
天
井
・
壁
か
ら

一
ｍ
以
上
離
れ
れ
ば
更
に
安
全

で
す
。 

　

近
く
に
安
全
な
空
間
が
無
い

場
合
は
、
電
柱
、
煙
突
、
鉄
塔
、

建
築
物
な
ど
の
高
い
物
体
の
て

っ
ぺ
ん
を
四
十
五
度
以
上
の
角

度
で
見
上
げ
、
四
ｍ
以
上
離
れ

た
範
囲
（
保
護
範
囲
）
に
退
避

し
ま
す
。

　

高
い
木
の
近
く
は
危
険
で
す

か
ら
、
最
低
で
も
木
の
全
て
の
幹
、

枝
、
葉
か
ら
二
ｍ
以
上
は
離
れ

て
く
だ
さ
い
。

　

姿
勢
を
低
く
し
て
、
持
ち
物

は
体
よ
り
高
く
突
き
出
さ
な
い

よ
う
に
し
ま
す
。

　

雷
を
感
知
し
、
落
雷
を
知
ら

せ
る
器
具
が
あ
る
場
合
は
、
雷

鳴
が
聞
こ
え
な
く
な
っ
て
も
、

雷
の
危
険
が
去
っ
た
こ
と
を
確

認
し
て
か
ら
、
避
難
場
所
か
ら

の
移
動
を
開
始
し
ま
し
ょ
う
。

　

器
具
が
な
い
場
合
は
、
雷
鳴

が
聞
こ
え
な
く
な
り
、
雷
光
が

見
え
な
く
な
っ
て
か
ら
、
二
十

分
以
上
経
過
し
て
か
ら
、
避
難

場
所
か
ら
の
移
動
を
開
始
し
ま

し
ょ
う
。

　

（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
よ
り
抜
粋
）

 

 

 

 


